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第２号 

日程第１  一 般 質 問 

 



一 般 質 問 通 告 一 覧 表 

 

平成３０年第５回定例会                           №１ 

質問者 質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨 答弁指定者 

６番 

田中二三輝 

 

 

１．「インクルーシブ教育」の取り組みと課題について 

(1)鞍手町における「インクルーシブ教育」の取組状況は。 

(2)近年、通級による指導を必要とする児童生徒が増加しており、通級による

指導の場を拡充することが指摘されているが、今年度設置された「通級指導

教室」に何を期待するのか。 

(3)現に通級による指導を望んでいる保護者に対する「情報提供」をどのよう

に考えているのか。 

(4)小中と一貫した指導を行うのみならず、高等学校における指導の取り組み

などの課題があると考えるが、担当教員の幅広い専門性の向上と関係機関

との連携と進路に関する知識が必要となると推察するが、この課題解消を

どのように考えているのか。 

教育長 

 

 

 

１１番 

岡﨑 邦博 

 

 

１．くらて病院、役場庁舎の新築移転による町財政への影響について 

(1)29年度末における町全体の起債残高とその内訳は。 

(2)くらて病院と役場庁舎が 32 年度末までに計画通り建設された場合の町全

体の起債残高とその内訳は。 

(3)32年度以降の特別会計を含めた元利償還額の推移は。 

(4)これらの元利償還に要する財源は。 

(5)内科常勤医師 6名が退職して以降のくらて病院の経営状況は。 

町 長 

８番 

鯵坂 省治 

 

 

１．国民健康保険事業について 

(1)国民健康保険事業において前年度黒字の見込みとなっているが、今年度か

ら保険税率が引き上げられている。今後、税率を引き下げる考えは。 

２．くらて病院について 

(1)くらて病院受診者の町外転院による通院困難者に対する対策は。 

３．学校給食について 

(1)学校給食費の無償化は。 

町 長 

 

 

町 長 

 

町 長 

５番 

竹内 利一 

 

１．公民連携について 

(1)「くらて学園」、「くらてブロックチェーンビレッジ」など全国・世界に発

信する事業を誘致されているが、公民連携を推し進めるためにも先進地を

参考にして取り組む考えは。 

２．公共施設の相互利用について 

(1)周辺自治体と連携し、公共施設の相互利用を推し進める考えは。 

町 長 

 

 

 

町 長 

４番 

宇田川 亮 

１．町長の政治姿勢について 

(1)前教育長が任期途中で辞任した理由は。 

(2)前副町長を再任しなかった理由は。 

(3)副町長の職務代行と選任は。 

(4)庁用車の私的使用はなかったのか。又、本当に拠点の９割は鞍手町に置い

ていたのか。 

町 長 
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平成３０年６月１１日（第２日） 

開議  １３時００分 

 

○議長 星 正彦君 

これから本日の会議を開きます。 

日程はお手元に配布のとおりです。 

これより日程に入ります。 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 質問はお手元の予定表の順序により行います。 

 最初に、６番議員 田中二三輝君の質問を許可します。 

 田中二三輝君。 

○６番 田中 二三輝君 

 今回は、文科省や県教育委員会等も、その方式に着目し既に取り組んでいる「インクルー

シブ教育」への本町の取り組みについて、現状と今後の課題等を教育長にお尋ねいたします。 

 それでは、通告に従いまして一般質問を行います。 

 インクルーシブ教育とは、新しい方式として注目されているもので、障がいをもっている

子どもも、そうでない子どもも、同じ場で同じように教育を受ける方式のことであり、様々

な障がいがあってもできるだけ健常の子ども達と一緒の場で教育を受けるようにする方式

のことであるというふうに理解をしております。 

 これは、子どもだけでなく、障がいのある人は障がいのない人と一緒に生活するのが自然

で健康な姿だというノーマライゼーションの考え方に基づくものです。 

 欧米では「包み込む」という意味のインクルージョンという単語をキーワードとして、障

がい児も健常児も一緒に教育するという考え方や制度を「インクルーシブ教育」というよう

になり、今、世界では障がい児の教育はインクルーシブでというのが常識になっています。 

 イタリアでは、日本でいう特別支援学校そのものが廃止されたということはご承知のこ

とだと思います。 

インクルーシブ教育のいいところは、人間にはいろいろな人がいるということを子ども

も深く実感し、困っている人を支え合うことが人としての喜びにつながることを知り、人間

性の教育が深まるというところにある。 

 障がいをもった子どもは、一緒に生活できることで人間としての誇りを手に入れると書

籍等で紹介されています。 

 そこで、本町の取組状況についてお尋ねいたします。 

○議長 星 正彦君 

 教育長。 

○教育長 栗田 ゆかり君 

 初めに、インクルーシブ教育について説明をいたします。 
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 インクルーシブ教育とは、子ども一人１人が多様であるということを前提に、障がいの有

無に関わりなく、誰もが望めば自分に合った配慮を受けながら、地域の通常学級で学べるこ

とを目指す教育理念と実践のプロセスのことです。 

 つまり、１人１人丁寧にと、みんなで一緒に学ぶの両方の実現を目指す教育理念と言えま

す。このインクルーシブの実現に向けて文部科学省をはじめ国や都道府県、市町村等の行政

機関が主体となって行うべきことの一つが、多様な子どもと共に学ぶための基礎的な環境

を整備するということです。 

 本町で取り組んでいますインクルーシブ教育について説明いたします。 

 鞍手町では、町内の全小中学校で児童生徒１人１人のニーズに応じた指導目標や、内容、

方法を示した個別の指導計画及び学校卒業後までの支援を行うための教育支援の目標や内

容を盛り込んだ個別の教育支援計画の作成を行っております。 

 また、学習や行動面に困難のある子どもも適切な支援を受けながら、通常学級での集団授

業に参加することができるように、特別支援学級支援員を全ての小中学校に配置しており

ます。 

 尚、福岡県教育委員会に提出した通級指導教室の設置の申請が採択されたことを受けて、

平成３０年度より本町では通常学級に在籍している児童生徒に対し、生活や学習の支援を

個別少人数で取り組むことのできる通級教室を開設しています。 

 施設の面では、肢体不自由の指導生徒が入学する際に階段等への手摺の設置、トイレの改

修、教室の入口等の段差を無くすようスロープを設置するなど、実態に合わせた施設の設備

を行っております。 

○議長 星 正彦君 

 田中二三輝君。 

○６番 田中 二三輝君 

 通級学級、通級指導教室というものが今年度からスタートしたということで、近年では通

常学級に在籍しているけれども、ＡＤＨＤやＬＤ、軽度な情緒障がい、それから軽度な自閉

症等々の通級指導教室での指導を必要とする児童生徒が増加しているというふうにも聞い

ております。 

 通級指導教室というのは障がいの程度がそれほど重度でなく、普段は普通学級、通常学級

で授業を受けるけれども、必要な個別支援を別の教室や施設で受けるというような教育制

度あるというふうに私は理解しておりますけれども、このことから、通級指導教室での指導

の場、この拡充といったものがいま指摘されているところではないかなと思います。 

 今年度本町に設置されたということでございますので、まずその通級指導教室、これにど

のように期待をされているのかその辺をお聞かせ下さい。 

○議長 星 正彦君 

 教育長。 

○教育長 栗田 ゆかり君 
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 はじめに、通級による指導について説明いたします。 

 通級による指導では、小、中、高等学校の通常の学級に在籍している障がいのある児童生

徒に対して、各教科等の大部分の授業を通常の学級で行いながら、一部の授業について、当

該児童生徒の障がい等の状態に応じた特別の指導を、特別の指導の場、通級指導教室で行う

ことで、学習上、あるいは生活上の困難を改善克服することを目指しております。 

 通級指導教室の開設にあたっては、軽度のＡＤＨＤ学習障がい、自閉症等の児童生徒で通

常学級に在籍していますが、学習についていけなかったり、友達とコミュニケーションをと

ることが苦手な児童生徒の特性に合わせた個別の指導を行い、様々な選択肢の中から、今、

本人に最も合った指導を行っていくことを期待しております。 

○議長 星 正彦君 

 田中二三輝君。 

○６番 田中 二三輝君 

 現在の状況と今後のどういう内容で期待をされているかというのは分かりました。 

 ただ、鞍手町の現状等々を加見するというのも一つ大事なことでしょうが、教育長ご自身

が理想として持っていらっしゃる通級指導教室といった、何かそういったものがあればお

聞かせいただきたいと思います。 

○議長 星 正彦君 

 教育長。 

○教育長 栗田 ゆかり君 

 私の考える理想の通級指導教室は、設置された学級へ町内各小中学校の児童生徒が、その

障がいの状況に応じて、週の中で１単位時間から最大８単位時間通って適切な指導を受け、

改善克服を目指していけるような自校通級と他校通級を併用した在り方でございます。 

○議長 星 正彦君 

 田中二三輝君。 

○６番 田中 二三輝君 

 教育長の理想とされている通級指導教室の在り方ということで大変安心をしました。 

 要するに自校形式だけでなく、本町、他校の子ども達も施設が利用できるようにというふ

うな形のものを目指すといったところが教育長の通級指導教室における目標だというふう

に理解をさせていただきます。 

 さて今年度設置された通級指導教室ですけれども、まだまだ手探りな状態であるのでは

ないかなとこのように思いますし、また、この通級指導教室の設置を待ち望んでいたご父兄

の方々には適切な情報提供といった面には十二分に行われているとは言い難い状況ではな

いのかなというふうに思います。 

 適切な情報提供がなされていないことが、町内他校で通級指導教室の設置を望み、また利

用を期待している保護者の方々が苛立ちと不安感、不公平感、そういったものを抱いている

のではないでしょうか。 
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 子どもが有する教育の機会の均等といった面から見ても阻害されることのないように、

設置されている当該校のニーズに合わせたカリキュラムの作成等に苦慮されているという

現状は十二分に理解ができますが、利用を希望する保護者にとっては本当に切実な願いだ

というふうに思っております。 

 町内、他校で通級指導教室の利用を期待している保護者の方々への情報提供の在り方、こ

れについての考えを教えて下さい。 

○議長 星 正彦君 

 教育長。 

○教育長 栗田 ゆかり君 

 今年度は本町の剣北小学校、鞍手中学校と小竹町の小竹西小学校、小竹中学校の４校１５

名の児童生徒を対象として、先生が各学校を回る巡回型の通級教室として剣北小学校に１

教室設置されました。 

 田中議員からご質問いただいた情報提供につきましては、町のホームページや各学校が

発行している学校通信等でお知らせして行きたいと考えております。 

○議長 星 正彦君 

 田中二三輝君。 

○６番 田中 二三輝君 

 町内の児童生徒で通級指導教室での指導が必要とされている全ての子どもが利用できる

環境であるというのが理想だということは誰もが思うところでございます。その実現に向

けた努力について、今時点での率直な気持ち、若しくはお考え等々がありましたらお聞かせ

下さい。 

○議長 星 正彦君 

 教育長。 

○教育長 栗田 ゆかり君 

 通級指導教室は福岡県教育委員会に設置の申請を行い可否が決定いたします。申請の際

には対象児童生徒の人数、保護者の承諾、専門家の意見の聴取といくつかの条件が必要とな

るため、日頃から担任だけでなく校内の教職員全体で特別な支援が必要な児童生徒の把握

や共通理解を図ることに努め、必要に応じて県への設置申請を行っていきたいと思ってお

ります。 

○議長 星 正彦君 

 田中二三輝君。 

○６番 田中 二三輝君 

  町内、他校で通級指導教室の利用を期待している保護者がまず安心して子どもを通級

させることのできる、そういった環境の体制、こういったものをぜひ構築していただきたい

というふうに思います。 

 さらに他の市町村ではやっていない状況であったとしても、本町では町内、他校の子ども
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も利用可能な通級指導教室を構築すること、これをぜひ期待したいと思いますがいかがで

すか。 

○議長 星 正彦君 

 教育長。 

○教育長 栗田 ゆかり君 

 町内の他校から通級指導教室に通いたい希望がある場合は、先程説明した条件の他に、学

校内の公務文書への位置づけ、教員の兼務申請、現在の通級指導教室を利用している全児童

生徒のカリキュラムの再編成等がありますが、特別支援を必要としている児童生徒がいる

場合は保護者や在籍している学校も含めて協議を行い、よりよい指導を行えるようにして

行きたいと思います。以上です。 

○議長 星 正彦君 

 田中二三輝君。 

○６番 田中 二三輝君 

 今年度から設置された通級指導教室に関しましては、その設置を切実に望んでいる保護

者が町内に居住しているということはぜひ念頭に入れていただいて、いますぐに利用がで

きない状況であったとしても通級指導教室の設置に関する情報提供や現状、そして利用可

能な時期の目安、こういった情報も細かに提供してあげるといった気配り等々をお願いし

たいと思います。 

 次の質問に移ります。 

 この指導は、先程の教育長の答弁の中にもありましたが、小学校と中学校で通級指導教室

を担当される教員の方が巡回形式で回るといったことで、小中と一貫した指導を行う必要

があるといったところはクリアしているのかなとは思いますが、高等学校での取り組みと

いったものも、これも課題の一つというふうに考えます。 

 担当教員の幅広い専門的な知識向上はいうまでもなく関係機関との連携、更には進路指

導に関する知識や情報の収集、これらに関する知識というのは必要不可欠なものであると

いうふうに推察をいたしておりますし、このことが大きな課題ではないかなと思います。 

 通級指導教室の担当教員の多面的な支援、応援、こういったものもぜひ構築していく必要

があるというふうに判断をいたしますが、教育長のお考えはいかがでしょうか。 

○議長 星 正彦君 

 教育長。 

○教育長 栗田 ゆかり君 

 特別な支援を必要とする児童生徒の小中一貫した指導の重要性は痛感しております。現

在は特別支援教育研究協議会や小中連絡会議、特別支援学級や通常学級で配慮が必要な児

童生徒の引き継ぎを個別の指導計画や個別の教育支援計画を活用しながら行っております

し、児童生徒の実態をできるだけ知っていただくために、早めに授業参観等をしていただき

指導の継続が図れるよう工夫しています。 
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 また、教師の専門性の向上につきましては、担当者の基本研修受講のほかに特別支援教育

に関する県教育センターとでの専門研修への積極的な参加を図るとともに、教職員全体を

対象にした研修を夏期休業中に実施しております。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 田中二三輝君。 

○６番 田中 二三輝君 

 県の教育委員会等にも確認をいたしましたが、高等学校でそういった受入体制があると

いうところは書面で各市町村の教育委員会等々を通じて担当の教員の方に回るような、そ

ういった状況だという説明を受けました。 

 とにかく担当されている教員の方が孤立することのないバックアップ体制というか、そ

ういったシステムづくりというか、そういったものはぜひ努力をしていただきたい、情報の

共有等もしかりだと思いますので、ぜひその辺はきちんとしたものを構築していただきた

いなというふうに思います。 

 この取組みに関しましては、先行している市町村が周辺にも多くあるというふうに聞い

ています。従って鞍手町は後進といった形になっているわけですけれども、後進であるが故

の有利さというのもあるのかなというふうに思います。 

 他のよいところを参考にしてまねをすればいいと、もう一つは、他でやっていないことを

取り入れていくといったことにも繋がっていくのではないかなというふうに思います。 

 教育環境の充実といったところから考えてみますと、子育て世代の居住地の選択といっ

たことに注目いたしますと、非常に大きなウエイトを占めている部分があると。このことは

私は確信を持って明らかだろうというふうに思っております。 

 新たに設置された通級指導教室の充実したカリキュラムは、その要素を十分に担ってい

るというふうにも考えます。 

 設置校の関係者の努力と利用を期待している保護者が満足のいく通級指導教室となるこ

とを求めます。 

 更に、利用に関する人数などは先程ご説明がございましたが、関係法令等の制限、こうい

ったものがあると思いますが、希望者の人数に即した特色のある通級指導教室の構築と実

現、これに向けた努力といったものを再度教育長にその決意といったものを確認をさせて

いただきたいと思います。 

○議長 星 正彦君 

 教育長。 

○教育長 栗田 ゆかり君 

 今後は通級指導教室の環境整備に取り組み、学校や保護者の協力の下、更なる教育環境の

充実を目指していきたいと思います。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 田中二三輝君。 
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○６番 田中 二三輝君 

 出来たばかりの通級指導教室でございますので、そのシステムづくりといったものは大

変なご苦労があるかと思いますが、ぜひ利用を期待している方々が十分に満足いただける

ような形、そして他町では行っていないと聞きますが、町内、他校の子ども達の受入、こう

いったものをしっかりと受け入れられる通級指導教室の実現というものをぜひ目指してい

ただきたいというふうに期待をし、私の一般質問を終わります。 

○議長 星 正彦君 

 以上で田中二三輝君の質問を終了します。 

 次に、１１番議員 岡﨑邦博君の質問を許可します。 

 岡﨑邦博君。 

○１１番 岡﨑 邦博君 

 通告に従いまして質問させていただきます。 

 今回はくらて病院、役場庁舎の新築移転による町財政の影響についてお尋ねします。 

 質問の性格上、答弁に数字が多くなると思います。それをこちらも書き留めていきますの

で、できればゆっくりと答弁の程お願いしたいというふうに思います。 

 まず最初にですが、２９年度末における町全体の起債残高とその内訳についてお尋ねし

ます。 

 この金額は当初予算の概要の中にも記載されていますが、ただ町民の方のほとんどの方

が町全体でどれぐらい返済しないといけない借金があるのかご存じないと思いますので、

ここで改めてお尋ねしたいというふうに思います。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 まずデータ的なものでありますので、政策推進課長に答弁をさせます。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 政策推進課長。 

○政策推進課長 藤原 光徳君 

 お答えいたします。 

 平成２９年度末における地方債現在高につきましては、町全体では１３９億７６０万円

です。 

 その内訳といたしまして、 

一般会計 ８２億６，０２０万円、 

くらて病院 １０億５，９６０万円、 

下水道事業 ３５億８，４９０万円、 

水道事業 １０億３００万円となっております。 以上でございます。 

○議長 星 正彦君 
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 岡﨑邦博君。 

○１１番 岡﨑 邦博君 

 答弁いただいた地方債現在高ですけれども、約３９億円が鞍手町が後々返済していかな

いといけない金額になると思います。ただ、その内過疎債という有利な借金がありまして、

これは国が借金の内の７割を肩代わりしてくれます。 

 また、この中には臨時財政対策債という地方債も含まれていると思いますが、これは本来

国が地方交付税として措置すべき財源を国に変わって一旦地方自治体、例えば鞍手町です

が、起債をし今年度国が１００％を交付税措置してくれるという、これも有利な借金です。 

ただこの地方交付税の算定には色々とからくりがありまして、この地方交付税というの

は国の地方財政計画の中で大枠が決まっています。大体１６兆３千億から５千億程度です

ね今は。 

 この大枠が決まっていますので、７０％措置したり１００％措置はしてくれているので

すが、地方交付税の多くの部分については、単位費用×測定単位×補正ケースという算定基

準の中で多くは地方交付税が決まっています。 

 特に単位費用については、国が増減を勝手にするというと語弊がありますが、総枠の中で

地方交付税を算定していく関係上よく減額をされたりすることもありますので、どうも地

方交付税自体がこの過疎債の７割分だとか、臨財債の１００％分が来るようにはなってい

ますが、総額として本当に増えているのかどうか、ちょっと私としては疑問に感じるところ

もあります。 

 それはそれとしてですが、１３９億円の内の一般会計起債残高が８２億６，０００万円ほ

どあります。その中身について、いま言いましたような過疎債だとか臨財債、それ以外のも

のについての額を教えて下さい。 

○議長 星 正彦君 

 政策推進課長。 

○政策推進課長 藤原 光徳君 

 一般会計におきます地方債現在高の内訳といたしましては、一般会計８２億６，０２０万

円の内、過疎債につきましては３３億５，１７０万円、臨時財政対策債３２億３，５８０万

円、それ以外、過疎臨財債以外につきましては、１６億７，２７０万円となっております。

以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 岡﨑邦博君。 

○１１番 岡﨑 邦博君 

 かなりの額になるのですが、次に進みます。 

 くらて病院と役場庁舎は３２年度末までに新築移転する計画となっています。計画どお

り建設された場合の町全体の起債残高とその内訳についてお尋ねします。 

○議長 星 正彦君 
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 政策推進課長。 

○政策推進課長 藤原 光徳君 

 庁舎等建設事業費約３６億、くらて病院建設事業費約６４億で計画どおり建設した場合

の平成３２年度地方債現在高見込額につきましては、町全体では２１３億３，０３０万円で

す。 

 その内訳といたしましては、 

一般会計 ９５億６，０２０万円、 

くらて病院 ７１億６，０３０万円、 

下水道事業 ３７億３，７１０万円、 

水道事業 ８億７，２６０万円となっております。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 岡﨑邦博君。 

○１１番 岡﨑 邦博君 

 今の答弁ですと町全体で２１３億３，０００万円ほどの起債残高があるということです

が、鞍手町のような小さな自治体の起債残高としてはかなり大きな額だというふうに思い

ます。鞍手町の一般会計の約３年分に相当する額になり、町にとっては大きな負担だという

ふうに私自身は思います。 

 下水道事業の起債残高も３７億円とかなりの額になりますが、下水道事業は今後も起債

残高は増え続ける可能性があります。過去に一度私は一般質問をさせていただきましたが、

町長は下水道事業についてはあまり問題意識を持っていないように感じました。これにつ

いては別の機会に質問をすることになると思いますが、まず下水道事業を除いた３２年度

末までの一般会計の起債残高９５億６，０００万円と、くらて病院の起債残高７１億６，０

００万円の中身についてお尋ねいたします。 

○議長 星 正彦君 

 政策推進課長。 

○政策推進課長 藤原 光徳君 

 お答えいたします。 

 平成３２年度一般会計の地方債現在高の内訳といたしましては、一般会計９５億６，０２

０万円の内、過疎債４０億８，１４０万円、臨時財政対策債３２億５，３８０万円、それ以

外の過疎臨財債以外につきましては２２億２，５００万円となっております。 

 くらて病院につきましては、３２年度につきましては、総額が７１億６，０３０万円の内、

過疎債が３２億７，２９０万円、病院事業債３８億８，７４０万円となっております。以上

でございます。 

○議長 星 正彦君 

 岡﨑邦博君。 

○１１番 岡﨑 邦博君 
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 今の答弁ですと、くらて病院と役場庁舎を建設すると３２年度末には急激に起債残高が

増えることになります。中でも過疎債は病院建設費の約半分近く、役場庁舎本体には過疎債

は適用できませんが、それ以外の付帯事業には過疎債が利用できる事業もあるため、急激に

過疎債の起債残高が増加するようです。 

 くらて病院と役場庁舎建設が本格化する予定の３１年度と３２年度での一般会計とくら

て病院における過疎債の起債予定額についてお尋ねいたします。 

○議長 星 正彦君 

 政策推進課長。 

○政策推進課長 藤原 光徳君 

 一般会計につきましては、３１年度、３２年度の過疎債発行の見込額といたしまして、３

１年度７億８，８９０万円、３２年度につきましては、６億９，５３０万円、くらて病院に

つきましては３１年度１２億１，７４０万円、３２年度２０億２，６００万円となっており

ます。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 岡﨑邦博君。 

○１１番 岡﨑 邦博君 

 この２年間で相当な額を過疎債で起債することになります。そもそも県や国がこれだけ

の多額の過疎債の起債を鞍手町に認めるかどうかは分かりませんが、認めたとして３２年

度以降、先程ありましたように２１３億３，０００万円ほど順次返していかないといけない

ということになります。 

 そこで特別会計を含めた町全体としての元利償還額の推移、これは毎年度どのように推

移をするか、分かる範囲で結構ですがお尋ねします。 

○議長 星 正彦君 

 政策推進課長。 

○政策推進課長 藤原 光徳君 

 平成３２年度以降の町全体の元利償還額の推移につきましては、平成３８年度までしか

試算しておりませんが、年度毎ということですので報告させていただきます。 

 平成３２年度 １４億１，７１０万円、 

平成３３年度 １４億９，３２０万円、 

平成３４年度 １６億７，７３０万円、この年が償還額が最大となっています。 

 平成３５年度 １６億６，９４０万円、 

平成３６年度 １６億４，４７０万円、 

平成３７年度 １６億６，６５０万円、 

平成３８年度 １５億７，２２０万円となっております。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 岡﨑邦博君。 
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○１１番 岡﨑 邦博君 

 毎年度町全体としては１５億前後、ほぼ１６億以上を償還することも多くなっています。

先程言いましたように、過疎債だとか臨財債については国の措置もありますが、それにして

も多額の返済額になっているというふうに思います。 

 それで、３１年度以降、これは先程は町全体でしたが、一般会計とくらて病院の元利償還

額の推移はどのようになっているのか、これも毎年度分かる範囲で結構ですのでお尋ねし

たいと思います。 

○議長 星 正彦君 

 政策推進課長。 

○政策推進課長 藤原 光徳君 

 お答えいたします。 

 まず、くらて病院の方から先に言わせてもらいます。 

 くらて病院につきましては、 

 平成３２年度、１億４，８２０万円、 

 平成３３年度、１億５，６８０万円、 

 平成３４年度、３億１，１００万円、 

 平成３５年度、３億１，６２０万円、 

 平成３６年度、３億１，７１０万円、 

 平成３７年度、４億５４０万円、この年が償還額が最大となっています 

 平成３８年度 ３億５，４６０万円となっております。 

 一般会計につきましては、 

 平成３２年度、９億６，５７０万円、 

 平成３３年度、１０億２，３４０万円、 

 平成３４年度、１０億４，４６０万円、 

 平成３５年度、１０億２，７００万円、 

 平成３６年度、９億９，４６０万円 

 平成３７年度、９億２，５２０万円、 

 平成３８年度、８億７，７８０万円となっております。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 岡﨑邦博君。 

○１１番 岡﨑 邦博君 

 一般会計とくらて病院の元利償還額の推移についてもお答えをいただきました。 

 その前に、先程答弁があった町全体の元利償還額の推移ですが、３２年度以降、毎年度何

億ほど起債を見込んだ上での元利償還の推移になっていますか。 

 大体、今まで過疎債としては２億から３億、多い時でも４億、５億の過疎債は起債をして

おりました。しかし、その過疎債がなくなった時に、それでもこれだけの償還をしていく上
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では当然起債も考えた上での、先程お答えいただいた償還額というふうに考えます。 

 ３２年度以降で結構ですので、毎年度何億ほど起債を前提とした上での償還額になって

いるのかをお尋ねします。 

○議長 星 正彦君 

 政策推進課長。 

○政策推進課長 藤原 光徳君 

 一般会計におきまして、３２年度につきましては、発行見込額につきましては１７億１，

７３０万円、平成３３年度から平成３８年度まで同額で試算しております。３億５，６９０

万円で試算しております。以上です。 

○議長 星 正彦君 

 岡﨑邦博君。 

○１１番 岡﨑 邦博君 

 おそらくこの中には下水道事業だとか、臨時財政対策債だとか、そういったものも発行見

込額の中に入っているというふうに思いますが、それらを除いた場合いかほどになるのか

をお尋ねします。 

○議長 星 正彦君 

 政策推進課長。 

○政策推進課長 藤原 光徳君 

 いま申し上げました平成３３年度から３８年度までにつきましては、３億５，６９０万円

で試算しておりますが、その内訳としましては、臨時財政対策債を２億５，０００万円、建

設事業といたしましても過疎債が３２年度で終了しますので、３３年度以降過疎債という

のは考えておりません。 

 建設事業につきまして１億６９０万円で試算しております。以上です。 

○議長 星 正彦君 

 岡﨑邦博君。 

○１１番 岡﨑 邦博君 

 臨時財政対策債については、これは一般の地方交付税と同じ取り扱いになると思います

が、建設事業は１億円ほどということです。 

 先程も言いましたように、毎年ほとんど過疎債頼りというか、主な事業は過疎債で行って

きています。ここ数年はソフト事業まで過疎債を使って事業を行っています。その過疎債が

３２年度で終わるということになっていますが、毎年先程も言いましたように２～３億程

度は過疎債、多い時は４～５億ぐらい過疎債を起債していて、３３年度以降過疎債がなくな

ったら１億円を建設事業として考えているということですが、今後、これは町長にお尋ねし

たいのですが、先程の一般土木事業、建設事業だとか、今小学校は６校ありますが、昨年度

も防水工事などをしました。今後も校舎も段々古くなってきますので改修工事も必要にな

って来るでしょうし、町民の生活に関連する、ソフト事業もそうですが、関連する事業など
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も含めて当然起債は必要になってくると思いますが、この１億程度で町民の生活を維持で

きるだけの事業ができるというふうにお考えなのかどうかをお尋ねします。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 お答えいたします。 

 先程、担当課長が申しましたのは、３３年度で一応過疎債が時限立法でありますので、こ

れが終わりになるという見込みで試算をさせていただいております。 

 その中において、今、町村会の方で過疎債を延長して下さいという要望もやっております。

その辺のところも町村会の方でもよく話しているのですが、いま過疎債が打ち切られると

本当に、本町だけでなくいろいろな市町村も大変な状況になるということは皆さん方もお

分かりかと思います。その辺のところは国の方にしっかりと要請を行っているところでご

ざいます。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 岡﨑邦博君。 

○１１番 岡﨑 邦博君 

 過疎債については国の地方債計画というのがありまして、その中で措置をされるわけで

す。３０年度については４，６００億ほど措置されています。 

 ただ、過疎地域については、例えば道路の整備状況だとか、病院のベッド数だとか、いろ

いろな指標がある中で過疎地域以外の地域と比べてほぼ９０％以上、病院のベッド数につ

いては１１５％ぐらい過疎地域が充足しているというような統計も出ています。 

 そういったものを勘案しながら今後どうなるかということでしょうが、当然３２年度末

で過疎債は期限が来ると。これも５年延長して３２年度になっているわけですから、当然町

の運営を考える上ではこれはないものとして考えるのが妥当ではないかなというふうに思

います。そういったことからして、今後鞍手町も財政負担にかかるであろう、先程言いまし

たような生活関連の事業について、一応先程の元利償還額を算定する上で１億円程度の起

債というふうな見込みで算定をしているようですが、これはあまりにも少額じゃないかな

と。もっと起債を当然普通債ということになりますが、これは更正措置もすごく少なくて、

過疎債に比べればうんと町負担も多くなります。こういったものが１億以上の起債を見込

まないといけないんじゃないかというふうに思いますがいかがですか。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 貴重なご意見ありがとうございます。 

 そうですね、まあ今後の経過を見て、国の在り方を見させていただいて検討していきたい

とそのように思っております。以上でございます。 
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○議長 星 正彦君 

 岡﨑邦博君。 

○１１番 岡﨑 邦博君 

 ３２年度末までですから３３年度もすぐ来るのです。そういった上で経過を見ながらと

いうよりも、町の将来をどういうふうにして方向性をつけて行くかということは大事なこ

とですから、その財源をどう手当てするかという話なんです。そういうようなことをもう少

し身近なものとして考えていただいてというふうに思います。 

 次に進みます。 

 先程、答弁のあった３２年度以降の町全体の元利償還額、毎年度元利償還する際に要する

財源があると思うのですが、先程いいましたような地方交付税だとか、実質負担する額だと

か、その中で特定財源というものもありますが、そういう財源の中身について、３２年度以

降毎年度答えられる範囲で結構ですのでお尋ねいたします。 

○議長 星 正彦君 

 政策推進課長。 

○政策推進課長 藤原 光徳君 

 財源につきましては、町全体で平成３２年度、１４億１，７１０万円の内、交付税の算入

見込額は７億８，４９０万円、特定財源といたしまして３，１６０万円、実質負担額は６億

７０万円となっております。 

 償還額が最大の平成３４年度につきましては、１６億７，７３０万円の内、交付税算入見

込額９億５，６２０万円。特定財源３，１６０万円、実質負担金６億８，９５０万円。 

 試算しております最終年度の平成３８年度につきましては、１５億７，２２０万円の内、

交付税算入見込額は８億７，３７０万円。 

特定財源８３０万円、実質負担額６億９，０２０万円です。 

 尚、特定財源は一般会計分の見込額であります。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 岡﨑邦博君。 

○１１番 岡﨑 邦博君 

 町全体で見れば実質負担額もかなりの額になります。 

 そこで公営企業も含めた自治体の財政負担の度合いを判断する指標に実質公債費比率と

いう指標がありますが、３２年度以降どのように推移するのかをお尋ねします。 

○議長 星 正彦君 

 政策推進課長。 

○政策推進課長 藤原 光徳君 

 お答えいたします。 

 実質公債費比率につきましては、 

平成３２年度、一般会計分でつきまして８．６％、 
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平成３３年度、９．１％、 

平成３４年度、９．６％、 

平成３５年度、１０．２％、 

平成３６年度、１０．５％、 

平成３７年度が最高で１０．６％、 

平成３８年度、１０．４％と推移しております。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 岡﨑邦博君。 

○１１番 岡﨑 邦博君 

 今まで聞いた質問は、この最後に拘わってくるわけですが、内科常勤医師６名が退職以降

ということで、現在のくらて病院整備基本構想は、２７年当時の病院がまだ黒字経営の健全

な状態のときに策定された構想です。 

 ところが、昨年町長の権限を逸脱した不当な病院への介入により、内科常勤医師６名が今

年３月末をもって退職されました。６名の医師の退職によって、くらて病院の経営状況が大

きく変わっています。収支見通しの著しい悪化が見込まれるために、３月議会でくらて病院

の第２期中期計画の見直し案が承認されました。 

 私は、３月議会の一般質問でこの第２期中期計画や整備基本構想の見直しについて質問

しましたが、その中で３０年度以降の１日平均の入院患者数や外来患者数をお尋ねしまし

た。そこで３月末で内科常勤医師６名が退職して以降の経営状況として中期計画における

４月、５月の１日平均入院患者数と外来患者数、それ対する現状はどのように推移している

かをお尋ねします。 

○議長 星 正彦君 

 政策推進課長。 

○政策推進課長 藤原 光徳君 

 １日平均の入院、外来患者数につきましては、議員がおっしゃいますように本年３月定例

会におきまして、議案第２９号 地方独立行政法人くらて病院第２期中期計画の一部変更

を提出した際に試算しております。 

 １日平均の入院患者数につきましては、４月、５月は１０４人と試算しておりましたが、

実績といたしまして、４月 ５月共に９４人となっております。 

 １日平均の外来患者数につきましては、４月１９３人、５月１９０人と試算しておりまし

たが、実績といたしまして、４月１３７人、５月１４５人となっております。 

 以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 岡﨑邦博君。 

○１１番 岡﨑 邦博君 

 現時点では、見直した時点よりも非常に厳しい状態になっているようです。見直した計画
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よりも１日平均で今のお答えですと入院患者さんは４月、５月ともに１０人少なく、約１

０％ということで、外来患者数は４月、５月で大体５０人程度、約２５％も下回っています。 

 町長は昨年の１２月議会で宇田川議員の一般質問の中で、桜の咲く頃には病院は正常化

するのではないかというふうに答弁をされています。 

 これは覚えていらっしゃると思いますが、現状この経営状況で正常化しているというふ

うに町長は判断されるのですか。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 お答えいたします。 

 現在、常勤内科医を招聘するために河野理事長にはご尽力をいただいております。町とし

てもこれから最大限に病院に協力を行っていきたいという体制づくりで、今から回復して

いくのではないかとそのように思っております。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 岡﨑邦博君。 

○１１番 岡﨑 邦博君 

 私が尋ねたのは、正常化しているというふうに判断しているかどうかということについ

てをお尋ねしています。もう一度答弁をお願いします。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 お答えいたします。 

 入院患者数を先程うちの課長が申しましたように、これはあくまで試算で出しておりま

したが、現実とはちょっと１０％少ないということでございますが、今内科医の先生をしっ

かりと招聘を行っておられますので、いずれ回復すると私はそのように思っております。以

上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 岡﨑邦博君。 

○１１番 岡﨑 邦博君 

 いずれ回復するということであれば現状は厳しいと、正常化はできていないという町長

の判断ですか。もう一度答弁をお願いします。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 現状を見る限りでは予想とは１０％ほど離れているという状況下だと思います。 

 以上でございます。 
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○議長 星 正彦君 

 岡﨑邦博君。 

○１１番 岡﨑 邦博君 

 これは役場庁舎の新築移転とも財政上深く拘わって来ます。 

 いま町長が非常に厳しい状況ということであれば、これは計画どおり病院を新築出来る

のかどうか、ひょっとして先程の質問の答弁にありましたように、かなり返済額も多額にな

っています。そういったものも勘案して本当に計画通り病院の新築をしてもいいのかどう

か、どのようにお考えですか。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 現在くらて病院は基本設計の業者選定を行っている状況だと伺っております。次の段階

の実施設計は病院の経営が回復しないことには総務省の許可が下りないので着手は出来ま

せん。そうなると当然建設することは出来ないかと思っております。 

 しかし、しっかりと鋭意努力をやっているところでございます。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

岡﨑邦博君。 

○１１番 岡﨑 邦博君 

 どうも判断も総務省の判断で過疎債なり、病院事業債が起債できないから今のところは

難しいみたいな判断ですけれども、そういった状況を考えて設置団体の長は町長ですので、

町長がきちんとした判断をすべきじゃないかなというふうに思いますが、現状どのような

判断に立っておられるのかお尋ねします。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 ご承知のように、くらて病院は耐震化がなされておりません。それで災害時に医療拠点と

なるくらて病院は耐震化になっていないということはやはり危険だということにもなりま

す。そして、町民の安全、安心な生活を維持するためには、やはりこれは建替えなければい

けないと私はそのように認識をいたしております。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 岡﨑邦博君。 

○１１番 岡﨑 邦博君 

 私自身も議会の中でも何度も質問をしていると思いますが、病院の建替えを町長が言わ

れる以前から早く建替えるべきだというふうに考えておりましたし、役場庁舎も熊本地震

があってすぐの６月議会で庁舎の建替えについて一般質問をしています。その際に町長は、

この庁舎古いから耐震診断する必要がないと、お金ももったいないというような答弁もあ
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りました。 

 私自身は、今政府が補助金を付ける以前から、当然耐震診断をして準備をすべきではない

かなということで質問をしていましたが、残念ながら耐震診断が遅れたためにこれも計画

が１年以上遅れてきています。 

 役場庁舎はおいておきますが、これは前にも一度見せたことがあると思います。くらて病

院の整備基本構想の資料の中にある損益分岐表です。 

 これは拡大していますが、このブルーのところが損益分岐の黒字の部分です。白い部分は

とんとん、紫の部分から下になると赤字になるところなんです。 

 先程、答弁いただきました１日当たりの入院患者数、また外来患者数をこれに当てはめる

とどの辺になると思います。この辺になります。４枚合わせてしないと出ないぐらいの今位

置にあるのです。それぐらいの病院の経営は厳しい状況です。全く損益分岐表にかからない

ような状況なんです。 

そういった中で、町長は総務省の判断によって今のところ起債ができないからというこ

ですが、もう少し病院建設についてはきちんと町の姿勢を示すべきだと思いますし、これは

取りも直さず、もしもこの状態の中で病院を建設していけば先程言いましたように病院の

実質的な負担額をそのまま町が肩代わりしていかないといけないというふうなことにもな

ります。 

先程、町の実質公債費比率をお尋ねしましたが、もしもくらて病院を今の計画どおり建設

して、なかなか実質負担額さえもちょっと滞るというようなことになれば、鞍手町が肩代わ

りすると、鞍手町も実質公債費比率もかなり高くなってくると思います。 

その点について、算定されていればお答えいただきたいと思います。 

○議長 星 正彦君 

 政策推進課長。 

○政策推進課長 藤原 光徳君 

 お答えいたします。 

 もし今、ご質問にありましたようにくらて病院が償還できないと仮定いたしまして、３３

年度以降くらて病院の実質負担額が最も多い平成３７年度で実質公債費比率は１６％とな

っております。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 岡﨑邦博君。 

○１１番 岡﨑 邦博君 

 先程言いましたように、これは自治体の財政負担を図る指標です。これが１８％を超える

と町の起債に制限がかかります。国は起債についてチェックをして起債ができなくなる場

合が多くあります。 

 先程、この質問の前に３３年度以降過疎債がなくなったときに１億円程度の起債で償還

額を計算していましたが、これも当然１億円程度では私は町民の生活関連の事業について
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も維持出来ないだろうと思います。 

 これを普通の事業債で起債していけば町の負担額も多くなりますので、これは下手をす

ると１８％を超えるような、そういう危機的状況が来る可能性も私は感じています。そうい

った意味で、財政上の危機管理というのも当然いろいろな指標を分析した中で私は必要な

ことだというふうに思いますが、町長はどのようにお考えになっていますか。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 私の考えは、病院が新しく立派になることによって、これは河野理事長とも話をしたので

すが、河野理事長先生いわく、町長病院が新しくなるとお医者さんの招聘もしやすくなりま

すし、またおそらく外来の患者さん、いろいろな方面からも患者さんが増えるでしょうとい

うお話もいただいております。 

 私は病院の専門家ではありませんので、理事長先生との話の中ではそういった明るい話

も伺っています。そうなりますと病院の中で自主財源的に償還できる時が私は必ず来ると

そのように思っております。そういう形で今取り組んでいるところでございます。 

以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 岡﨑邦博君。 

○１１番 岡﨑 邦博君 

 希望的な観測と言いますか、それはよく分かります。先程言いましたように私もくらて病

院は建替えるべきだと。計画にある位置がどうかというのはありますが、建替えるべきだと

いうふうに思っていますが現状を考えて見ますと、もうちょっと足元を見て、現在の病院の

経営状況、また鞍手町の財政状況を勘案すれば非常に厳しい状況にあると。 

 先程町長から総務省の判断によれば今の状況だとなかなか起債が難しいだろうというよ

うな答弁もありました。おそらくはそういう状況だろうと思います。 

 特に起債を申請する場合、その時の過去３年間の病院の業績、その他資料を当然付け出さ

ないといけません。その中にはやはりお医者さんの数だとかということも必要になってく

ると思います。例えば、３１年なり３２年度で起債をするとすれば、一番状況の悪い中での

資料を提出するということになるので、先程の町長の答弁のようになると思います。 

 将来のことですから、町長がよく言うように近未来のことですから分からない部分もあ

るでしょう。しかしやはり近未来を考える上で現在と過去の２点を結んで普通は将来を考

えていくわけです。そういった意味で、やはり今の病院の経営状況、または鞍手町の財政状

況を考えれば、病院の財政負担を鞍手町が肩代わりするほどの微力もないというふうに思

います。そういった意味で、やはり私自身は庁舎の建設についても、また病院の新築移転に

ついてももう一度足踏みするには勇気がいりますけれども、その勇気を持ってもう一度し

っかり足元を見つめ直して考えて見る必要があるのではないかなというふうに思いますが、
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いかがですか。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 貴重なご意見ありがとうございます。 

 その辺のところは当然のことながら数字もはじき、そろばんもはじき重々検討いたして

おります。その中においてやはり病院が河野理事長先生の方から私のところに先日も来ら

れまして、建替えのために全力で町長お願いいたしますというお願いが理事長の方からご

ざいました。 

 私としてみれば、当然耐震化になっていませんのでこれはやらないといけないという命

題がかかっております。それにプラスの病院サイドの方から、河野理事長先生の方から、職

員の方からも病院の建替えの要請があっていますので、ぜひとも私は協力していきたいと

そのように思っております。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 岡﨑邦博君。 

○１１番 岡﨑 邦博君 

 何度も言うようですが、建替えは必要だというふうに言っているのです。ただ今の計画が

やはり過大じゃないかなと。財政上の負担が大きいのではないかなというふうに思うわけ

です。 

 役場庁舎にしても、庁舎の建設以外に付帯設備の方に多くの財源を必要とします。そうい

ったことも考えて見直す必要があるのではないかなと。それは何度も言うように３３年度

以降の過疎債がなくなるということが前提で、今後の町民の生活環境を維持するためには

当然やはり今の過疎債と同じような起債額が必要だろうということも勘案して、私は役場

庁舎の建設、また病院の建設の見直しを考え、もうちょっと縮減した、今の計画よりも財源

的な節約ができるような計画を考えるべきではないかなというふうに思っております。 

 町長は、５月４日に遷宮がありましたが、役場庁舎での挨拶をされていましたが、その挨

拶の中で、遷宮は５年後にあるわけですが、５年後は鞍手町はおそらく見違えるような、今

度鞍手町に返って来るとどこか分からないぐらいに素晴らしい町になるというようなこと

を挨拶されたというふうに私は聞き及んでいます。しかし計画どおり病院なり役場庁舎が

出来たとしても私自身は財政負担を考えれば、むしろ逆にその他の事業にいろいろな支障

が出て逆にみすぼらしい町にならなければいいなというふうに考えています。 

 町長とここで議論をしても最終的には平行線になってしまうわけですけれども、もう一

度町民の生活、安心・安全を守るためには、町の財政基盤が安定してからの町民の生活だと

いうふうにも思いますので、勇気のいることですけれども、ここで立ち止まってもう一度考

え直していただきたいというふうに思います。 

 これで質問は終わりますが、今日はいろいろと数字が多い質問、答弁になりましたので、
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これについての資料を議長に対して要請をしていただきたいというふうに思います。 

 以上質問を終わります。 

○議長 星 正彦君 

 分かりました。 

 以上で岡﨑邦博君の質問を終了します。 

 次に､８番議員 鯵坂省治君の質問を許可します。 

 鯵坂省治君。 

○８番 鯵坂 省治君 

 通告に従いまして一般質問をいたします。 

 国民健康保険事業についてです。 

 ２０１８年４月に国民健康保険の都道府県化がスタートしました。 

 これまで国民健康保険は各市町村が単独で運営してきましたが、今年度から市町村と都

道府県が共同で運営する制度となりました。 

 新制度に変わっても国民健康保険料の額を決め、住民から集めるのは引き続き市町村の

仕事です。 

 国民健康保険は他の医療保険制度に加入していない方を受け入れる国民皆保険制度を支

える重要な基盤となる制度であります。ところが、今この国民健康保険が加入者にとって大

変厳しい負担になっています。 

 まずは、前年度の国民健康保険事業単年度状況をお聞きいたします。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 まず保険健康課長に答弁をさせます。 

○議長 星 正彦君 

 保険健康課長。 

○保険健康課長 芝野 英和君 

 平成２９年度の国民健康保険事業特別会計の内容につきましてご説明をさせていただき

ます。 

 平成２９年度の国民健康保険事業特別会計の決算見込でございますが、歳入といたしま

して２４億９０４万８，４３１円。 

 歳出につきましては、２３億３，４７７万２，１２６円となっておりまして、実質７，４

２７万６，３０５円の黒字となっております。以上です。 

○議長 星 正彦君 

 鯵坂省治君。 

○８番 鯵坂 省治君 

 前年度７，４２３万円ほど黒字になっていると。２８年度は、単年度は赤字になっていま
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したが、２９年度は保険料は黒字になる見込みということですが、どのような要因で今回黒

字になったのですか。 

○議長 星 正彦君 

 保険健康課長。 

○保険健康課長 芝野 英和君 

 平成２９年度黒字になった要因としては、２９年度に国から負担金や交付金をいただい

ておるわけですが、その際交付金等が過大に交付されており、また医療費は前年度と比較し

て１億円程減少したことが考えられます。 

○議長 星 正彦君 

 鯵坂省治君。 

○８番 鯵坂 省治君 

 交付金と医療費が１億円ほど下がったということで、これが原因で今回黒字になったと

いうことですか。 

 次に､加入者１人あたりの所得に対する保険料負担は、平成２７年度の統計で年間所得を

基に算定した保険料で、他の被用者保険と比較すれば、所得に占める１人あたりの保険料負

担は国民健康保険１０％、協会健保７．６％、組合健保５．８％となります。このことから

も保険料の高さが突出しています。 

 国民健康保険は組合健保に比べ１．７倍、協会健保に比べ１．３倍重い負担率になってい

ることがはっきりしています。 

 スタートの年度にあたり国は保険料の値上げを避けるために激減緩和措置を行い、全県

市町村に少なくとも現行保険料を維持し、１人あたり約１万円値下げの公費全国ベースで

３，４００億円を市町村に配付しましたが、しかし、県下で引き下げたのは北九州市をはじ

め宗像市、古賀市の３市となっております。 

 北九州市は３１億円を法定外繰入解消に充て、１人あたり８，０００円の保険料を引き下

げております。 

 鞍手町での３０年度の国民健康保険事業の保険料はモデルケース、健康保険税比率はど

れぐらいになるでしょうか。医療費分、支援分、介護分をお願いします。 

○議長 星 正彦君 

 保険健康課長。 

○保険健康課長 芝野 英和君 

 お答えいたします。 

 国民健康保険税の医療分につきましては、所得割についてはマイナス１．０ポイント、均

等割につきましてはプラス２，５００円、平等割につきましてはマイナス２，４００円とな

っております。 

 次に､支援分に関しましては、所得割０．６ポイント上昇、均等割につきましては、２，

２００円増加です。平等割も１，７００円の増加ということになっています。 
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 それと４０歳以上６５歳未満の方が負担していただきます介護分につきましては、所得

割０．２ポイントの上昇、均等割につきましては１００円、平等割につきましては７００円

の増加になっております。以上です。 

○議長 星 正彦君 

 鯵坂省治君。 

○８番 鯵坂 省治君 

 改正前に比べて医療分は下がっておりますが、支援分、介護分の方が若干の上げ幅となっ

ております。モデルケースで４人世帯の４５歳の年収３００万円ほどの世帯ではどういう

ふうになっていますでしょうか。 

○議長 星 正彦君 

 保険健康課長。 

○保険健康課長 芝野 英和君 

 モデルケースということで、世帯主４５歳と奥様は４０歳、それと１０代の子どもさんが

いる世帯で、世帯主の給与収入が３００万円、奥様の収入がパート収入で６０万というふう

に過程いたしまして計算いたしましたところ、改正前と改正後では１年間の保険料１万２，

０００円、月に直しますと大体１，０００円程度上昇するというふうな計算になっておりま

す。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 鯵坂省治君。 

○８番 鯵坂 省治君 

 モデルケースということで鞍手町に多い家庭なんですが、月で１，０００円今回値上げに

なっています。年間に直せば１万２，０００円、これは結構な数字になっております。 

 改正前の保険料にするにはどのくらいの合計費用と、１人あたりどのくらいが必要にな

って来るのでしょうか。分かる範囲でお願いします。 

○議長 星 正彦君 

 保険健康課長。 

○保険健康課長 芝野 英和君 

 鯵坂議員が先程おっしゃいましたように、平成３０年度から国民健康保険につきまして

は、福岡県広域化というふうになっておりまして、平成３０年度からは納付金方式というよ

うな形になりまして、この納付金を全額県の方に納めれば医療給付に係る費用については

全て県が持っていただくというふうな制度に変わっております。 

 そこで、平成３０年度の県からこれだけ納付しなさいというようなお金が下りて来るわ

けですが、これを税として集めるような形になります。その県から来ました金額につきまし

ては４億５，２７５万４，７０７円というような形になっています。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 鯵坂省治君。 
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○８番 鯵坂 省治君 

 ４億５，０００、その数字は県から下りて来るお金とは別なんですか。町から入れるのは

どうなりますか。 

○議長 星 正彦君 

 保険健康課長。 

○保険健康課長 芝野 英和君 

 今申し上げました金額につきましては、県の方に納付をいたします鞍手町の負担する金

額でございます。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 鯵坂省治君。 

○８番 鯵坂 省治君 

 分かりました、４億５，０００万円ほど県の方に納付、県単位になってきますので変わっ

てきます。今まで市町村でやってきたのと若干違ってきます。 

 昨年１２月に国民健康保険事業を実質させていただいた時点で、町長は標準保険料率を

基に応能応益割合を低所得者の負担に考慮した保険料率を算定し、国民健康保険運営協議

会の意見等を踏まえながら検討していきたいというように思っておりますと答弁いただき

ました。 

 低所得者に配慮した保険料になっていましたが、実際は全ての保険料率が上がっている

現状でございます。 

 国は保険料の値上げを避けるため激減緩和措置を行い、政策をおこなっています。加入者

にとって大変厳しい負担になっている国民健康保険を少しでも軽減するため、今後鞍手町

として税率を下げるお考えを町長にお聞きします。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 お答えいたします。 

 平成３０年度の国民健康保険は、都道府県との共同運営となっております。都道府県が国

民健康保険の財政運営責任主体となったことに伴いまして、国民健康保険事業費納付金及

び標準保険料率の制度が導入されました。 

 この制度は、都道府県内で保険料負担を公平に支え合うために都道府県が市町村ごとの

医療費水準や所得水準に応じた保険料負担の額を決定し、保険給付に必要な費用を全額保

険給付費等交付金として市町村に対して支払います。これにより、市町村の財政はこれまで

と比べて大きく安定するものと考えております。 

 市町村においては、都道府県に対して保険料負担として国保事業費納付金を支払うこと

となっていますが、この納付金を支払うことができるように、今般鞍手町では福岡県から示

された標準保険料率等を参考にして国民健康保険税率を改正したものであることにご理解
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を賜りたいとそのように考えております。 

 今後は、福岡県国民健康保険運営方針に沿って事業を実施し、医療費適正化を図ることに

より医療費水準が低下し、国保事業費納付金が減額されれば国民健康保険税率の引き下げ

が可能となるのではないかとそのように考えております。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 鯵坂省治君。 

○８番 鯵坂 省治君 

 国民健康保険税率は福岡県の方から出るということで、それを見ながら変えていくとい

うことで町長から今答弁いただきました。 

 今後も高すぎる国民健康保険料は、法定外繰入などを行って引き下げを引き続き要求い

たします。 

 次に進みます。くらて病院について伺います。 

 現在もくらて病院は医師の常勤、非常勤合わせても正常化には程遠いものではないでし

ょうか。二次病院としての役割を果たしておらず、現在一部の救急患者しか受け入れていな

い状況です。ほとんどの救急患者は町外に搬送されていることで、患者やその家族の他にも

近隣の病院にも多大な負担になっていると聞いております。 

 くらて病院で医師が退職されて、現在までどのくらいの患者が町外の病院に転院された

のかお聞きいたします。 

○議長 星 正彦君 

 政策推進課長。 

○政策推進課長 藤原 光徳君 

 くらて病院に確認しましたところ、鞍手町の住民で他の病院へ紹介状を出された方、実際

に転院されたかどうかというのはまだ把握はできていないということですが、紹介状を出

された方は全部で９２６人となっております。それは鞍手町の住民であります。 

 その内、町外の病院に紹介状を書いてもらった人というのは４６５人と聞いております。 

 以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 鯵坂省治君。 

○８番 鯵坂 省治君 

 くらて病院の患者の１，３６４名の内、町外に紹介状を書いていただいたということで、

余儀なく転院された全員かどうかは分かりませんが、転院された患者の数は８４９名に及

び、その内、鞍手町の住民で町外に転院された方は、先程言われた４６５名、くらて病院で

受診されている人数の半数以上にも及んでおります。 

 その内、入院患者の３０名ほど町外の病院に転院されましたが、入院患者は環境が変われ

ば精神的な負担が大きく、町外だと家族にも負担が掛かり付き添いもなかなかできない状

態で、心身ともにとても大変苦労をされている状態で、患者の病状が悪化した方もいらっし
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ゃると聞いております。 

 患者の中で多いのが循環器、肝臓、透析の患者で、透析の治療は時間もすごくかかるよう

で、町外となると更に通院の時間もかかり、家に帰り着く頃には疲れ果てて本当に大変とい

う声を数多く聞いております。 

 高齢で車を運転出来ない方などは公共交通機関を使い通院されています。直方に通院し

ょうと思ってもバスの時間は１時間に１本か、多くて２本しかありません。その上バスの料

金も片道３９０円、往復で７８０円もかかります。今から暑い中バス停で待つ時間、交通機

関の乗り換えなど病院通いで病気の治療を行っているのに通院疲れで、かえって具合が悪

くなると町民の方から聞いております。 

 くらて病院から町外の病院に転院された全ての方は精神的、肉体的、経済的にも大変な負

担になっております。              

 このような事態になったのは町長の行ったことの結果であり、この方達に暖かい支援の

手を差し伸べるのは町長の責任であり、責務ではないでしょうか。 

 くらて病院の受診者の町外転院による通院困難者に対する対策はどのようにお考えでし

ょうか。町長にお聞きします。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 お答えいたします。 

 くらて病院の受診の方で町外転院を余儀なくされ、通院が困難になった方には大変ご迷

惑をお掛けいたしております。 

くらて病院に確認しましたところ、鞍手町の住民で他の病院へ紹介状を出された方は９２

６人で、そのうち町外の病院は４６５人と聞いております。    

町外転院により通院が困難になった方への交通費等の補助は、いまのところ実施すること

は困難だと考えておりますが、人工透析や一定の条件に該当される方は、福祉タクシーによ

る料金の助成を受けることは可能です。 

現在、河野理事長におかれましては、先程も言いましたが、常勤医師の確保に努められてお

りますし、またご本人も内科医としてしっかりと病院に専従されておられます。 

おそらく転院を余儀なくされた方の中には内科の先生、河野理事長先生が自ら診察をさ

れてあるということをご存じなくして、まだよその病院に行かれている方もおられるかと

思います。そういった方も１日も早く病院に受け入れられるよう病院の方でも努力をして

いると伺っております。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 鯵坂省治君。 

○８番 鯵坂 省治君 

 透析の患者と補助がいただけるという話で、他の方にも交通の面で考えていただきたい
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と思います。 

 １日も早く、くらて病院が正常化し町外に転院された患者が戻れるよう懸命に河野理事

長をはじめ、くらて病院の皆様で正常化を目指してご尽力いただいていることにお礼申し

上げます。 

 町長は、昨年の１２月議会の一般質問の答弁で、病院の正常化と町民と地域住民の皆様に

安心・安全な医療サービスを提供できる体制を再度構築していく、これが今私に課せられた

責任だと言われました。 

 安心できる鞍手町をつくるため、町長は責任を果たしていただきたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

 次に移ります。 

 学校給食について質問いたします。 

 全国で学校給食の無料化、助成等で保護者負担を軽減する制度が広がっています。 

 公立小学校や中学校の給食費、食材費の保護者負担を全額補助して無償にする市町村が

少なくとも８３に増えていることが分かっております。 

 保護者が負担する給食費の平均月額は、小学校で４，５００円、中学校で５，０００円で

す。無償化によって年間５万円程度の負担軽減になります。 

 市町村の無償化の状況によって文科省が以前から実施している給食費徴収状況調査で把

握した無償化市町村は６１。二つの調査を整理すると、昨年度学校給食費を無償化したのは

６３市町村でした。 

 今年度２０市町村で無償化が始まり、昨年度と合わせて８３市町村に広がっています。 

 無償化の理由として、子育て支援や定住しやすい環境づくりに加え、給食を教育の一環と

してとらえる食育の推進をあげる自治体が増えております。 

 給食を無料にする自治体が徐々に増えていると同時に、二人目は半額、三人目は無料など

の形で保護者負担を減らす自治体もあります。 

 子どもの健全な発達を支える上で、栄養バランスのいい給食は重要な役割を果たしてい

ますが、無料化によって給食費の心配がなく平等にすべての子ども達に給食が提供できる

ことは望ましいことです。 

 憲法２６条において、義務教育はこれを無償とするとされています。しかし現実には無料

なのは授業料と教科書に限られており、保護者の経済的負担は大きいものです。 

 文科省の子どもの学習費調査２０１６年によれば副教材費、学習材料費、部活活動費、修

学旅行費、学校への納付金などは公立小学校で年間約１０万円、公立中学校では１８万円で、

またそれに給食費です。年間５万円必要となってきます。公立の義務教育を受けるだけでこ

れだけの学校でお金を徴収されるのはとてもおかしいことです。 

 現在の鞍手町の小学校、中学校の給食費収納額はどのくらいになりますか。 

○議長 星 正彦君 

 教育課長。 
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○教育課長 古後 憲浩君 

 お答えいたします。 

 平成２９年度の実績ですが、年間の学校給食費の総額は約６，７００万円になっておりま

す。以上です。 

○議長 星 正彦君 

 鯵坂省治君。 

○８番 鯵坂 省治君 

 小学校、中学校合わせて６，７００万円という数字が出ています。 

 給食費無償化の意義というのは、給食費無料は子どもへの現物給付としての大きな意義

があります。 

 就学援助も子ども手当などの現金給付というのは子どもに直接現金を渡さないので、全

てが子どもの生活向上になるとは限りません。 

 例えば、家計がひっ迫している場合、子どもより別のことに回されるかも知れません。そ

の点、全ての子どもが学校で無料で給食を食べられるということは、どんな家庭の子どもで

あっても等しく利益を受けることができる点で、優れた制度ではないでしょうか。 

 町民が一番望む本当に必要な政策は何かを考えるとき、加速する少子化、子どもの貧困な

どその対策は急務であり、保護者に求められる教育に関する負担の軽減を図り、子育て環境

の向上を目指すために、地域社会全体で子育てを支える方策として給食費を無料化するこ

とは意義深く、大きな価値があるのではないでしょうか。 

 平成２８年１２月議会の一般質問で給食費保護者負担の軽減で質問いたしましたが、そ

の時に町長は給食費に対する助成は、その時は「行っておりません。今いろいろと手を打っ

ておりますが、何らかの形で行政サービスという視野を広げていきたいなと、そのように考

えているところでございます。」と答弁されました。 

 学校給食費の無償化の考えを町長にお聞きいたします。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 お答えいたします。 

本町では今のところは学校の給食費の無償化については、考えておりません。議員のおっ

しゃることは重々私も分かっておりますし、出来れば本当言って無償化できればいいなと

いう思いはございますが、先程の岡﨑議員のいろいろな財政状況、いろいろなことを鑑みま

すと、今のところは無償化はちょっと考えていないということでございます。 

 ただ、今後の国の方針、全国的な無償化の動向などは今後注視して考えていきたいとその

ように思っております。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 以上で鯵坂省治君の質問を終了します。 
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 しばらく休憩します。 

休憩１４時４０分 

再開１４時５０分 

○議長 星 正彦君 

 会議を再開します。 

 引き続き一般質問を行います。 

 ５番議員 竹内利一君の質問を許可します。 

 竹内利一君。 

○５番 竹内 利一君 

 通告に従いまして質問させていただきます。 

 今回は公民連携についてということで質問させていただきます。 

 まず１に、くらて学園、くらてブロックチェーンビレッジなど、全国、世界に発信する事

業をこのたび誘致されましたが、公民連携を推し進めるために先進地を参考に取組む考え

はということで質問させていただきます。 

 まずは、くらて学園、くらてブロックチェーンビレッジが進出して今まで、また今後どの

ようなことが予想されるか町長にお尋ねします。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

まず、くらて学園ですが、これは鞍手中学校開校に伴う旧鞍手南中学校跡地の利用検討の

中で「くらて学園構想」として平成２７年６月に提案された企画が実現したものです。 

旧鞍手南中学校を架空の「くらて学園」とし、サブカルチャーの聖地「鞍手町」を全国に発

信するとともに、コスプレ撮影やベンチャー企業の創業支援などを通じて、若者の交流・定

住人口の増加や地域振興を図っていこうとするもので、その取り組みはこれまでテレビや

新聞など様々なメディアで取り上げられ、好評価を得ています。 

現在では、毎月約３００人の若者が全国から撮影などで訪れるほか、創業支援では、旧教

室を使用し印刷会社やモデル事務所、ウェディングドレス製作やオーダー革製品製作の事

業所、デザイン事務所など５社が起業しています。 

また、ＮＰＯ法人「南稜塾」も学園内に拠点を移し、青少年健全育成事業やキャンドルナ

イト事業などに取り組んでいます。 

くらて学園の展開は国内にとどまらず、趣旨に賛同した支援者が、カンボジアやマレーシ

アなど、くらて学園をＰＲするアニメカフェや飲食店をオープンする計画等が進行してお

ります。５月２６日に、カンボジアの方にくらて学園カフェがすでにオープンをいたしてお

ります。 

また外国人観光客誘致、いわゆるインバウンドにつながる取組みとして、私も大いに期待

をしているところでございます。 
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次に、くらてブロックチェーンビレッジですが、これは平成２９年度末で廃止された鞍手

町総合福祉センター「くらじの郷」旧福祉棟の利活用について企画提案された「くらてブロ

ックチェーンビレッジプロジェクト」を採用したものです。 

事業主体は、平成３０年４月に設立された、くらてブロックチェーンビレッジ株式会社で、

分散型台帳ネットワーク、いわゆる“ブロックチェーン”に特化した技術者の育成や業務の

受注、起業支援などを行います。現在、建物内部の改修や社員の雇用調整に取組まれており、

１日も早く事業開始されることを私も望んでおります。 

取引の革命ともいわれるブロックチェーンの技術は、今、国内外で大きな注目を集めてお

り、金融のみならず、不動産や医療など幅広い分野の活用が期待され、経済産業省はその市

場規模が６７兆円にも及ぶと試算しております。 

くらてブロックチェーンビレッジ株式会社はすでに海外に拠点を置き、ブロックチェー

ンに特化した技術開発に実績と信頼のある企業が中心となり設立されたもので、本年４月

２２日、本町とくらてブロックチェーンビレッジ株式会社との間で、公民連携の協定書を締

結し記者会見を実施したところでございます。 

今後本町としましても、様々な分野での応用が期待されていますこの技術を町の課題解

決に活かすため、くらてブロックチェーンビレッジ株式会社と連携して実証実験等を行っ

て、最先端の技術を軸とした新しい地方創生モデルの町となることを目指していきたいと、

そのように考えております。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 竹内利一君。 

○５番 竹内 利一君 

 これから鞍手が全国、世界に向けていろいろなことが進んで行く、それの足がけになって

いるものだと思います。 

 私がなぜ今回こういう話を聞きましたかというと、先般４月２５日に横浜の河村昌美さ

んという方、こちらは公民連携の先駆者といってもおかしくないぐらいの方で、全国的にい

ろいろなところに講演に回ったりされている方なんですが、この方と話をしてきました。 

 横浜といったらとても大きな町で、鞍手と全然違うじゃないかというような話も出るか

も知れませんが、ちっちゃいから出来ることがいくらでもあります。そういうことを考えて

今後公民、公共と民間と常に連携をもってやっていただきたいなと思いまして今回の質問

にさせていただきました。 

 町民のニーズや地域の抱える課題が多様化複雑化し、行政だけで対応が難しくなってい

ます。民間と公共双方の対話を通じて目標を共有し、それぞれの持つ知識やノウハウを最大

限に活用して民間と共にやると、そういうことで新たな価値を共に作って行きたいという

考えで横浜は共創という言葉を使われております。 

 共創とは、先程も言いましたように民間と公共が連携していろいろなことをやっていく

というようなことです。これは平成２０年から横浜は取り組んでおられます約１０年間。 
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 この前、河村さんとお話をしましたが、１０年前は、この共創というのは、共創フロント

という担当課がありまして、先程言った政策推進課、共創推進課という課があります。その

中に共創フロント、共に創るフロント、受付係みたいな所です。 

 そこはいただいた提案を共創推進室が皆さんと市役所の各部所との橋渡し、実現に向け

て検討や調整を行うそういう場所が共創フロント、共創課といいます。 

 そういうものを作って１０年になるそうですが、最初の頃は各担当に民間からこんな話

が来たのですが、こういうことをやりませんかというような、担当が行くと、そんなものは

出来るわけないでしょうと。これは行政の頭の固いところであると思います。 

 そんなことは出来ませんよというようなことを最初の何年間かはそういう話だったそう

です。それが続いて１０年経つと共創のフロントから担当課に話しをすると、こういうふう

にやろう、ああいうふうにやろうかとか、そういう風に１０年掛けてやっと変わってきまし

たと。最初はとんでもない、なんて話を持ってくるかということで河村さんは話をされてい

ました。何でも新しいことをするというのは時間も掛かるし反対もあるし、それを打ち砕い

て行くのが河村さんがやられたことだということで私は理解しています。 

 サウンディング調査といいまして、これは打診する、あることに対して相手の意向や意見

を確かめて、前もって相手に働きかけ様子を伺う、これは役なんですが、公有資産の活用等

について、事業の検討の段階や民間事業のアイデアや市場性の有無を公募による対話で把

握すると、そういう調査もやられています。 

 そういうことをずっとやって来られて現在ＰＦＩ法とかいろいろなものを駆使されて、

民間と連携した公共の事業をされているのが現在だそうです。 

 実際に平成２０年度に始められた頃は、提案数が６０件、実現が６件、平成２８年は提案

数は８３件、実現数は４１件、こういうふうに公民一体で民間の発想を受け入れるようなま

ちづくりをやられているというところです。 

 私が聞きたいのは、今後民間からの提案や行政がこのようなことをやりたいという時に

何かよい提案がないでしょうかと言って、民間に投げかけてＰＦＩやＰＰＰを活用してよ

りよいまちづくりを行っていきたいのですが、町長のお考えはいかがでしょうか。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 貴重なご意見ありがとうございます。 

 全然私もそのような考えには賛同いたしておりますし、竹内議員さんからいろいろなこ

ともご教授いただきながら進めていきたいとそのように思っております。 

以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 竹内利一君。 

○５番 竹内 利一君 
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 ありがとうございます。 

 これからどんどん世の中は変わって行くと思いますので、民間からの提案も最初からそ

んなのはねと思うのではなく、前向きに行政の方々に考えていただきたいとそういうふう

に思っております。いい答弁をもらいましたので次に進みます。 

 次に､指定管理者制度です。 

 先程の公民連携の中でも指定管理者制度なんですが、今までは直営か公共団体等のみが

管理、民間も指定管理者に当町は入れて、葬祭場等をやられているのですが、今後は民間事

業者を含めた多様なサービスを提供したい中から最適な運営主体を選定していただいて、

多様化する住民のニーズに応えていく、民間のノウハウをどんどん活用していただきたい

とそういうふうに思っております。 

 それから広告、公民連携で広報の印刷物や公共施設に広告媒体を提供して、それを広告収

入としてもっていくと、既にホームページもちょっとあります。それと広報にも載せられて

いると思うのですが、今後もっと広報の印刷物とか、公共の施設に広告媒体を作るとか、ホ

ームページをするだとか、そういうものでどんどんホームページも見て、広告を見てこうい

うことをするとか、そういうものをどんどん、収入になるような広告というものもこれから

必要ではないかと思いますが、その辺はどうでしょうか。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

貴重なご意見ありがとうございます。 

 そうですね。いろいろな部分において、例えばゴミ袋にスポンサーを付けてするとか、そ

ういったこともいろいろと考えてはおります。 

 ただ費用対効果とかその辺は今からやらなくてはいけないのです。印刷をどうのこうの

とか、印台を作らなくてはいけないとか、そこの費用対効果がありますので、そういったい

ろいろな面において議員さんがおっしゃいますような、行政としてもやはり何らかの形で

少しでも収入を得るような形を見出して行きたいとそのように思っております。 

以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 竹内利一君。 

○５番 竹内 利一君 

 それでは次に行かせていただきます。 

 公共施設の相互利用についてです。 

 これは４月２４日に神奈川県石原に視察に行かせていただきましてお話を聞いて来たの

ですが、周辺自治体と連携し公共施設の相互利用を推し進める考えはありますかというこ

とで、取りあえず今までそういう話もあったことがあるような話ですので、その辺をちょっ

とお聞きしてから後でまたお話ししたいと思います。 
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○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 お答えいたします。 

 公共施設の相互利用につきましては、これまで近隣自治体と協議を行った経緯がありま

すが、公共施設の規模や利用料の料金体系等が各自治体は今のところまちまちなことで、今

のところまだまだそういう結論には至っておりません。しかし、最近に至っては、現在北九

州市と周辺１６市町で連携協定を、政令都市を中心にして１６市町を連携協定を締結いた

しております。 

 北九州都市圏域連携中枢都市圏ビジョンを策定をいたしております。その中で公共図書

館連携事業、子育て支援センターの広域利用等の公共施設の相互利用の取組みなども行っ

ております。 

 体育施設につきましては周辺自治体と連携をし、今後施設の有効活用を視野に入れなが

ら町民の方が利用しやすい施設になるように、先進事例も参考にしながら取り組んでいき

たいとそのように思っております。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 竹内利一君。 

○５番 竹内 利一君 

 ３月に一般質問で公共施設の再配置で先進の神奈川県秦野市ことを質問させていただき

ましたが、今回は神奈川県伊勢原市が公共施設の相互利用についてやっていると。これは平

成２６年４月に伊勢原市というところが取組んでいる公共施設の相互利用というのは、周

辺自治体の平塚市、秦野市、大磯町、二宮町、中井町と連携を組んで施設のある市、町の住

民と同じ料金でスポーツ、文化施設を利用出来るというものであります。 

 それは先程言われました、料金がまちまちでなかなか上手く行かないという話でしょう

が、私が考えるのは、今北九州市も含めてという話もありましたが、それも当然と思います。 

 鞍手町で考えるなら、常に一番に出て来るのは直鞍地区ですね。大体ここで話が終わる。

じゃなくて、当然直鞍、直方、宮若、小竹、それプラス遠賀郡、中間市なども、鞍手という

のは皆さん住む地区によって生活圏、買い物をするところも違うので、そういうことから考

えると遠賀、岡垣、中間、宗像、そういうところも広域で考えて取組む必要があるのではな

いかと、町民の方にとってはそれが一番利便性があるということで考えますので、今後鋭意

努力していただいて、どこの市町村でも同じ価格でできるようにというのが。今どこでも町

民の人の値段がこれ、町外の人はこれというような値段があるので、そこを一定にしてもら

えれば使いやすくなるというようなことで、今後そういう働きかけをぜひやっていただき

たいと思いますがいかがでしょうか。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 
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○町長 德島 眞次君 

 ありがとうございます。 

 議員がおっしゃいますように、私も今の地方自治というのはボーダレスの時代ではない

かなと思います。そういった町と市とかの境界、今のところは自治体、自治体として市、市

町村が別れておりますが、私は今、議員さんがおっしゃいますようにボーダレスで物事を考

えて、その辺のところは知恵を絞って一律になれば皆さんが相互利用しやすくなるかと私

もそのように思っております。 

 今から、今後担当課を交えて他の市町村との協議もやって行きたいとそのように考えて

おります。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 竹内利一君。 

○５番 竹内 利一君 

 いろいろな難題があるかも知れませんが、町民のことを考えて、皆さんが利便性がよくな

るように周辺自治体に働きかけていただきたいと思います。以上です。 

○議長 星 正彦君 

 以上で竹内利一君の質問を終了します。 

 次に､４番議員 宇田川亮君の質問を許可します。 

 宇田川亮君。 

○４番 宇田川 亮君 

 １２月議会と３月議会と私の質問の時に町長の食い違う答弁だとか、３月議会での暴言

もありまして、その内、その後謝罪文を出されたというようなことで２回連続２日間に渡っ

た一般質問となってきました。 

 今回、特にそういったことがないように、正直で正確な答弁をお願いしたいと思います。 

 それでは通告に従いまして質問をいたします。 

 今回は、３月議会に引き続き町政運営に対する町長の政治姿勢についてお伺いいたしま

す。 

 先の臨時議会において前教育長が任期途中で辞任され、新しい教育長が選任されました。

また副町長は再任も新しく選任もされず空席となっています。 

 行政の要である教育長、副町長が辞任するというのは町長の政治姿勢に問題があるから

ではないかと疑わざるを得ません。 

 そこでまず、教育長が任期途中で辞任した理由について、どう認識されているのかをお尋

ねします。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 お答えいたします。 
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水摩前教育長からは、昨年１０月に再任される際に健康面を理由に、昨年１０月の任期満

了時で辞任したい旨の申し出があっておりましたが、私は何とか再任よろしくお願いしま

すという要請をしまして、昨年の１０月に再任を受けていただきました。 

しかし、健康面に心配があるということで、改めて本年４月１６日に、５月３１日付けで

辞職したい旨の願いがありましたので、健康面でということで私も何とかできませんかと

お願いをしたのですが、町長すみませんということで健康面を理由に退職願を出したいと

いうことで、それを受理したところでございます。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 宇田川亮君。 

○４番 宇田川 亮君 

 教育長につきましては、新しく教育長が選任されましたので、今日も立派な答弁をされて

いましたが引き続き頑張っていただきたいと思います。 

 今回は副町長の問題です。 

 副町長が再任されなかったということについては、今後いろいろな支障を来たしてくる

のではないかというふうにも思っております。副町長が再任されなかったという理由につ

いては、町長の認識はどう考えていますか。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君  

 お答えいたします。 

阿部前副町長には、５月２０日の任期満了を迎えるまで、私を支えていただきまして本当

に大変助かりました。 

私といたしましては、引き続き副町長として再任していただくよう任期満了ギリギリま

でお願いいたしましたが、ご家庭の事情等もあり再任の承諾はいただけなかったというこ

とでございます。 

ご質問では再任しなかった理由ということですが、しなかったのではなく、再任していた

だきたかったけど、再任していただけなかったというのが正直なところでございます。 

以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 宇田川亮君。 

○４番 宇田川 亮君 

 もちろん表だって、こういう理由で受けられませんと、もちろん再任の要請はされていた

というふうには思います。 

 その理由については家庭の事情、若しくは教育長で言えば健康面というふうには言われ

ていますが、特に副町長については、この間の町長の議会に対する対応だとか、くらて病院

の問題等でいろいろと板挟みになってあったというふうに私は思っております。議会にも



36 

 

パイプ役として何回も頭を下げに来られたりとかということもあっていました。 

 そういうことも積み重なって、家庭の事情とは言いながらこれ以上副町長として、德島町

長の下ではできませんというのが前副町長の本音ではなかっただろうかというふうに思い

ますが、町長はその家庭の事情というのを鵜呑みにされたのかも知れませんが、その他に思

い当たるというか、自分自身の行動または町政運営について何か反省されるというような

ことはありませんか。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 本当に阿部副町長にいたっては私を支えてくださり本当に感謝をいたしております。 

 あと以下は先程述べたとおりでございます。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 宇田川亮君。 

○４番 宇田川 亮君 

 そういうところをきちっと把握していないというか、自分でこうではないだろうかとい

うふうに改めて検証しないと、今後また副町長が選任されたとしてもまた同じようなこと

になるのではないかというふうに思います。 

 本当に課長以下、職員の方も町長を信じてついていくというのもなかなか難しく、信頼も

得られないのではないかというふうに思うわけです。 

 そこで、副町長の件ですが、これまでやって来られた職務についてその代行、今後の選任

についてはどういうふうに考えていますか。 

○議長 星 正彦君 

 総務課長。 

○総務課長 三戸 公則君 

 私の方から副町長の職務代行について現状をご説明させていただきます。 

副町長の決裁につきましては、鞍手町事務決裁規程第５条第２号の規定により、副町長不

在の時は、総務課長が代決することとなっていますので、決裁規程に基づき私が行っており

ます。 

そして、代決を行った場合は速やかに後閲を受けるものとされており、町長が後閲決裁を

されております。 

また、副町長が就任されている各種委員等につきましては空席という形になっておりま

す。以上です。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

次の副町長の選任についてお答えいたします。現在、候補者の検討を行っているところで



37 

 

ございます。また候補者が固まり次第、議会にお諮りしたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 宇田川亮君。 

○４番 宇田川 亮君 

 町長自身が公務等もありますでしょうが、なかなか役場に居られることが少ない、また時

間が短いということで、今まで副町長がいろいろ対応されてきたと思います。決裁事項につ

いても町長がいないから副町長が専決できるものについては専決で副町長の決裁をもらう。

それは総務課長が代わりにやりますよという、そんな簡単なことではないと思います。 

 副町長は特別職ですよ、総務課長は一般職ですよ。そうしたらそれだけ報酬も違うわけで

すし責任の重さも違うわけですよ。 

 課長の中では総務課長が一番トップということにはなっていますが、ただそこを全て規

定通りにやりますからＯＫですというわけにはいかないと思います。町長自身が役場にで

きるだけいないといけない、今の時期。 

 いろいろなところに鞍手町のアピールだとかいろいろなところにお出かけになっている

ようですが、しかし、今副町長が不在の時にただ総務課長に代決をするというだけでいいの

かどうか、どのように考えていますか。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 私が見ていないわけではないのです。必ず私が後閲決裁を行っております。そしてまた今

の段階では極力私も役場の方に、副町長がおりませんので以前と比べると極力時間をとっ

て決裁を短時間で行うように、そのような状況をとっています。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 宇田川亮君。 

○４番 宇田川 亮君 

 町民の方だとか、いろいろな方が町長が不在の時でも副町長が対応されて、いろいろな要

望を受けたりとかということも副町長が町長室を守ってきたというふうに思います。決裁

事項については総務課長がやるとしても、やはり町長室を守るという方が必要ではないで

すか。選任は今やっているということでしょうけれども、全てまず前副町長が家庭の事情が

あると、それは辞めるにはいろいろな事情があると思いますが、やはり町長の政治姿勢でい

ろいろなしわ寄せが副町長のところにも来て、大分骨身を削られて町長を守って来られた

というふうに思いますが、町長はその辺どういうふうに認識されていますか。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 
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 副町長には本当に、先程も申しましたように感謝をいたしております。そしてまた議員が

おっしゃいますように、先程も言いましたように候補者が固まり次第、議会の方にお諮りを

申し上げたいと、今そのような状況下でございます。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 宇田川亮君。 

○４番 宇田川 亮君 

 分かりました、事情についてはここで明らかになるわけでもないし、それが本当かも知れ

ませんので次に行きたいと思います。 

 最後に庁用車の問題です。 

 庁用車の私的使用はなかったのか、また本当に町長は鞍手町に拠点を置いているのか。３

月議会の私の一般質問の時に、町長はほとんど鞍手でありますとはっきり答えられていま

す。ということは、ほぼ鞍手町に住んでいるのだろうというふうに思うのですが、この点に

ついて庁用車の私的使用、そして拠点が鞍手ということについてもう一度確認の意味で答

弁をお願いします。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

以前もお答えしたかと思いますが、庁用車につきましては、全て町長としての職務にまつ

わるものとして私的使用はしていないという認識でこれまで使用してまいりました。 

また、拠点に関しましても、鞍手が生活の本拠であるという認識には変わりはありません。 

以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 宇田川亮君。 

○４番 宇田川 亮君 

 同じ３月議会の時に議会を通じて運転日誌の資料を出してくれと言ったら出していただ

きました。その中で運転日誌、それから町長の行事予定表を伺ってそれをまとめたものがあ

ります。 

 町長は平成２４年の１月だったですか、出していただいたのが平成２６年度分の運転日

誌から２６、２７、２８、２９年度分まで出していただきました。その内、全部で庁用車を

使用されたのが７８０日です。ほとんど使っていたのが町長です。たまに誰かを乗せたりと

いうのはありましたが、ほとんど町長が１人というのが中身を見て分かってきています。 

 庁用車の走行距離が２６年度で年間１万６，７８９㎞、２７年度が２９，８８８㎞、約３

万㎞です。２８年度が２万４，８７６㎞、２９年度が１万９，６３４㎞、４年で９万１，１

８７㎞庁用車の走行距離です。 

 この内３ヶ月ほど運転手が病気のために庁用車が使われなかったという時はありました

が、例えば、２７年度の２万９，８８８㎞、これは毎日福岡を往復しても届くのかというぐ
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らいの走行距離ですよ。 

 町長はほとんどが公務、または公務に携わるものと言われましたが、行事予定とは別に公

務に携わるものというのは何ですか。いろいろあるでしょうが、まずそれを教えて下さい。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 お答えいたします。 

 当然公務に携わるものに使っていると思って、町長就任以来私はこの鞍手町を住みよく

明るい町にしようと様々な方々と面会をしました。そしてまたまちづくりのアイデアやア

ドバイスなどをいただくことが多くあります。 

 確かに私は過去就任された町長の方々と比べると出回ることが多いかも知れませんが、

その分多くの人脈、いろいろな方とアドバイスをいただいたり、そういった意味においては

人脈を持っていることについては自負はいたしているところでございます。 

 インターネットが発達していろいろな情報が役場に居ながらでも収集することは可能か

と思います。ただ、祭りごとを行う場合は、やはり私は直接お会いしてお話をして、いろい

ろな調整をしたりとか、それは私は大事なことだとそのように思っております。そういった

ことから、このような形になったということであります。 

 私が遊びに使ったということは本当に一切ございません。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 宇田川亮君。 

○４番 宇田川 亮君 

 別に遊びで使ったとは言っていません。ただ公務に携わるものというのは町長の人脈を

増やすための、誰か人に会うためにこれだけの庁用車をずっと使い続けてきたのかと思い

ます。 

 ある一定時期は毎日福岡を２往復、しかも高速は天神北というのが起点になっています。

鞍手から天神北、若しくは天神北から鞍手。町長のマンションがあるのは中央区というふう

にこの間教えていただきましたが、町長のマンションに行くのに一番近いのは天神北ラン

プではありませんか。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 お答えいたします。 

 中央区にマンションはございますが、それがマンションに送ってもらったということも

それは実際にあります。 

なぜならば、私が今年の３月に手術をいたしまして、その前はずっと足がしびれて右の腎

臓が少し腫れていた状況下にありました。それで右足がしびれてブレーキが踏めないよう
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な状況の時が、何と言いますか石の動きとか、石の状況によって本当にお腹が痛くなったり

とかがよくあったのです。そういう時は朝起き会などから呼ばれて行く時に。まあ、こうい

うこともありましたね。町村会の町村フェアが福岡であって、終わった後に懇親会があって

夜遅くなりましたので福岡に泊まりました。 

あくる朝、鞍手で朝起き会に来てくださいということでお約束していましたので行かな

くてはいけないということで、その時にどうしても足がしびれて危ないと自分で判断した

こともございました。そういうことが多々ありました。そういう時には申し訳ないが迎えに

来てくれんでしょうかというようなこともあったことは事実でございます。 

以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 宇田川亮君。 

○４番 宇田川 亮君 

 １回や２回ではないですよ、朝起き会に毎日行っているのですか。毎日福岡で何々会とか

があって福岡に泊まって、そこに迎えに来てもらって、何日あると思っているのですか町長、

自分の庁用車の使用状況を分かっていますか。 

 月に、例えば多い時で平成２７年７月に庁用車を使ったのが２０日ぐらいで、その内の１

７日間が走行距離１５０㎞以上ですよ、二往復する距離数ですよ。 

 朝、運転手が４時または５時、または６時頃に役場の庁用車を出して、それから町長を 

下道を通って迎えに行って、そして天神北ランプから鞍手まで高速を使って役場に出て、そ

の公務時間というか、役場の開いている時間に使ったのが何回あると思いますか、ほとんど

そんなのないですよ。しかも距離数がもの凄く少ないですよ。一番多いのが福岡の二往復で

すよ。 

 ７月に２５日間庁用車を使っています。この内ほとんどが福岡市内ですよ目的地は。毎日、

毎日福岡市で何かあって、しかもここ役場終わって福岡までまた送ってもらって、その庁用

車が帰って来たのが８時過ぎですよ、しょっちゅう。 

 ８時過ぎになってまで運転して帰って来て、そして次の日の朝また５時に車を出して町

長を福岡まで迎えに行って、あからさまにこの運転日誌を見れば状況は把握できますよ。平

成２６年度は庁用車を使った日数は１５０日ですよ。４年間の総計で使用日数が７８０日、

それから福岡だとか、いろいろな私的使用に当たるのかなという疑いのある日数が７８０

日中４６９日、その使用した６割が私的使用に当たるのではないかと疑いがもたれるよう

な使い方ですよ。 

 ４年間で１日に１５０㎞以上走った回数２３９回、朝６時より前に庁用車が役場を出た

日数２２３日、そして８時以降に庁用車が戻って来た日数１９５日ですよ。恐ろしい数字で

すよ。４年間で９万㎞以上も走って、これが全部私的使用じゃないと言い切れる町長の態度

というか思いが分かりません。本当に私的使用と思ってないのではないですか。逆に。どう

ですか。 
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○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

私は公務で使用したという認識であります。ただし、議員がおっしゃる見解の相違もいろ

いろあるかと思いますので、公正を期すために改めまして監査委員さんに監査を行ってい

ただきたいとそのように思っております。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 宇田川亮君。 

○４番 宇田川 亮君 

 そこを監査委員さんに調べてもらわないと自分は公私混同しているということに気づか

ないわけでしょう。自分で思っていないでしょう。一切私的使用していないと。 

 ３月議会の時に私は町長にお尋ねしましたら、例えば、出張とかで飛行機を使うという時

に、福岡からの方がアクセスがいいから、そっちから朝早くて遅れたらいけないから福岡の

マンションに泊まることはあります。それは分かります。 

 ですが、夜マンションまで庁用車で送ってもらって、朝庁用車がマンションまで迎えに来

て空港まで送って庁用車が帰ってくる、こんなことはあり得ないですよ。 

 マンションがアクセスがいいというのであれば、そこからタクシーでも何でも行けばい

いではないですか。何でわざわざ朝６時前に運転手が出て、一番早いときは２時ですよ。夜

中の２時、これが２回か３回あります。 

 夜中の２時迎えに行ってどこかに行くのに、これは誰と会うのですか。公務です。もう考

えられない。町長が自分自身で認識を公私混同になっているか、なっていないかという認識

が分かっていないことが一番の問題ですよ。どうですか。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 お答えいたします。 

 ２時というのは、先程申しました朝起き会に行った時だと思います。それといま公私混同

の云々の話ですが、私としては証券会社を回ったり、インターの横の関係でいろいろな企業

さん回ったりで本当に営業をいたしております。そういう意味において、私自身は自分で運

転できない時なんかに迎えに来てくれということはありましたが、私は公私混同、どう言い

ますか、公務で使用してきたという認識でございます。 

 先程も言いましたように、そこは見解の相違もあろうかと思いますので、改めまして監査

委員の方に監査をしていただきたいとそのように思っております。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 宇田川亮君。 

○４番 宇田川 亮君 
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 町長、素直に認めたらどうですか。何で証券会社を毎日毎日回るのが町民のためになるの

ですか。証券会社でいい商品を見つけて町民に回して、町民の財産が増えるとかという政策

が出て来るのですか。おかしいじゃないですか。 

具体的に言いますよ、２７年の７月９日、こういうのはいっぱいありますが、庁用車が夕

方の６時にここを出ました。そして使った高速が鞍手から天神北です。庁用車が帰ってきた

のは夜の１０時です。 

そして次の日、７月１０日朝５時に庁用車が出ています。運転手も大変ですよ、眠る暇は

ないですよ。朝５時に出て下道を通ってマンションに行って、天神北から鞍手まで高速を使

って帰って来ています。 

こういうのがいっぱいあるのですよ、先程の飛行機の話をしましょうか。町長がシンガポ

ールに行った時に、夜福岡のマンションまで送って行ってもらって運転手はそのまま帰っ

て来てきた。 

そして朝早くまた庁用車を出して天神北まで行って、福岡空港まで行って帰ってくると。

公務に拘わるかも知れないが使い方がおかしくないですか。例え出張だとしてもそういう

感覚がずれているというのです。これが全部町政運営で出てるのです。どうですか、素直に

認めて下さい。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 私も記憶にちょっと定かではないもので細かいことを言われても、その帳面を見させて

もらわなくては私も今答えられないのですが、ただ、監査委員さんのご判断をいただいて、

公務とは認められないと判断いただいた部分につきましては、正しく整理させていただき

たいとそのように考えております。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 宇田川亮君。 

○４番 宇田川 亮君 

 先程から言っているじゃないですか。誰が見ても、監査委員さんに見てもらわなければ分

からないのですか。 

 毎日目的地が福岡ですよ。毎日、毎日、２７年の４月だけを取って見れば、個別のことを

言われても分かりませんと言いますが、毎日福岡に帰っていたら分かるでしょう。それが当

たり前になっているから個別のことを言われても分かりませんというのではないですか。 

 もちろん監査委員に検証してもらうのは当然だと思いますが、きちんと運転日誌が出て

いるのですから前もって町長も見とくべきではないですか。監査委員の意見を聞かないと

分からないという感覚がおかしいと言っているのです。 

 公私混同は一切やっていません、いつもその場しのぎの答弁なんですよ町長。だけど後で

証拠を突きつけられたら私がそうでした、すみませんと謝るではないですか。全部そうです
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よ。 監査委員に調べてもらうと、判断を下してもらうというのは、それはそれでありとは

思いますが、町長自身の感覚、町長自身が自分で検証してこれはおかしかったとまず見るの

が当たり前ではないですか。どうですか。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 お伺いさせていただきます。精査させていただきます。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 宇田川亮君。 

○４番 宇田川 亮君 

 精査しないと分からないという感覚自体がおかしいというふうに言っておきます。そし

て運転手さんの残業代は支払われていますか。 

○議長 星 正彦君 

 総務課長。 

○総務課長 三戸 公則君 

 運転業務に伴う超勤は支給されております。以上です。 

○議長 星 正彦君 

 宇田川亮君。 

○４番 宇田川 亮君 

 深夜残業ですよ。分かりますか。夜１０時以降過ぎたら、昔でいったら時給の２倍掛かり

ます。朝も何時以前か忘れましたが、おそらく６時以前は２倍になっています。今普通の残

業は１．５倍です。１．２５ですか。深夜残業はそういうふうになっています。そういうの

も含めて、これは監査委員が判断するだけでなくて、これは皆さんに配って見てもらったら

誰もが言いますよ。こんなのはおかしいと。しかも行事予定表にも記載されていない日がた

くさんあります。それを町長が承っておきますで済ませるのでなくて、使い方が間違ってい

ました。申し訳ないです。 

今、だから庁用車は使っていないでしょう、ほとんど。 

 毎日、町長は車で来られているじゃないですか。足がしびれて動かないというのは４年間

ずっと足がしびれて動かなかったのですか。違うでしょう。そういうのを冒頭で言いました

ように真摯に受け止めて、正確に、正直に話していただき、悪い所があれば認めて素直に謝

ると、その姿勢が必要だというふうに言っているわけですがどうですか。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 大変申し訳ございません。ただ本当にわたしは一生懸命営業をしております。先程、証券

会社と言いましたが、それはかんがいの国債の運用など２０億ぐらい預けておりました。そ
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れで私は何とかしないといけないと思いながら証券会社４社ですか、何度も伺ったりもや

っております。 

 お陰様でそこで運用益が４億近くお金も増えました。そういう形で私は本当に自分で言

うのもなんですが、遊ぼうとか、何しようとかというつもりはさらさらありません。本当に

町民を私は何とか喜ばせないといけない、何とかしないといけないという思いが、風呂に入

っていても、トイレにいてもいつも町民のことを考えながらやっているつもりでございま

す。その中において、今議員が指摘されたことは真摯に受け止めて今後やっていきたいとそ

のように思っております。本当に申し訳ございません。 

○議長 星 正彦君 

 宇田川亮君。 

○４番 宇田川 亮君 

 真摯に受け止めてというのであったらそんな答弁にならないはずです。証券会社がどう

のこうのとか、毎日毎日、福岡の証券会社行っていたのですか。夜。そこでマンションに泊

まって朝運転手に迎えに来てもらっていたのですか。 

 町長は、ほとんど鞍手に居ないではないですか。ほとんど鞍手ですとか。それも嘘ではな

いですか。住民票があるだけでしょう。そうなんですよ。いや、今、町長は首をひねってい

ますが、それを分かっていないというのがおかしいのですよ。これは後で見せてもいいです

よ。町長に。もう、完全におかしい。 

 今、真摯に受け止めますと口ではそういうふうに言われましたが、町長の政治姿勢を何と

か改めてもらいたい、病院の件にしてもそうですが、先程岡﨑議員が私の一般質問のことを

取り上げていましたが、当時町長は時期を見て会見をやりますと言ったのに、桜の咲く頃に

は、今年は桜の開花はちょっと早かったけれども、でももう花は散ってしまいましたよ。そ

れでも会見を行わない。時期を見てと言っていましたが時期は完全に逸しています。 

 全てがその場凌ぎの答弁になっているから全部後でしわ寄せが来るわけですよ。だから

私の一般質問も２日間にわたるというのが連続でやったというのがそういうことではない

ですか。町長の政治姿勢自体が本当に町民のために証券会社を回って何億も利益を出して

と言っていますが、町長が口で言っているだけで誰もそれは知らないですよ、本当にそうな

のか疑いだらけです。 

 毎日毎日、福岡に行って泊まって帰ってくる。これを見たら明らかですよ。そこをしっか

りと受け止めて私の政治姿勢を改めます、考え直します、謝罪会見も行います。蒸し返すの

はあれですが、事が通り過ぎるのを待っているのではないかと、くらて病院の問題にしても、

そういうふうにしか思えませんよ。町長の今までのやり方についてもう一度改めて反省し

て答弁をしていただきたいと思いますが。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 
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 議員の忠告を真摯に受け止めてやっていきたいと思っております。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 宇田川亮君。 

○４番 宇田川 亮君 

 最後にお聞きします。監査委員の検証といいますか、それはどうされますか。出来るなら

外部の監査を入れた方がいいのではないですか。それも含めて答弁をお願いします。 

○議長 星 正彦君 

 町長。 

○町長 德島 眞次君 

 ご迷惑をお掛けすることになるかと思いますが、監査委員さんのご判断を仰いで、公務と

は認められないと判断頂いた時には正しくその部分は整理をさせていただきたいとそのよ

うに思っております。以上でございます。 

○議長 星 正彦君 

 宇田川亮君。 

○４番 宇田川 亮君 

 今日は台風が通り過ぎましたが、今から災害の季節です。梅雨の真っ直中ですから、ほぼ

毎日鞍手に寝泊まりをして下さい。 

 災害が起こった時の本部長は町長ですから、そこで居ませんでした、どこかの知事のよう

にならないようにお願いします。要望を添えて質問を終わります。 

○議長 星 正彦君 

 以上で宇田川亮君の質問を終わります。 

 これで全ての一般質問は終わりました。 

 この際、休会についてお諮りします。 

 明日１２日を休会としたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり) 

 ご異議なしと認めます。よって明日１２日を休会とすることに決定しました。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

散会１５時５６分 
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